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今回は足元の小さな小さな植物、コケを紹介します。
早春は、多くのコケ植物にとって、胞子を散布する
季節です。ぜひ、ルーペ（10 ～20 倍がおすすめ）
でコケ植物の世界を覗いてみてください。
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落
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落
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。
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だ
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落
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。

　
道
路
脇
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
上
、
塀へ
い

の
根
も
と
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
上
、
歩
道
の
石
畳
の
間
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
根
も
と
な
ど
に
も
小
さ
な
群
落
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。
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落
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仮
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収
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蒸
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。
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。
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が
で
き
ま
す
。

コケ植物は、乾燥した時と湿った時とでは姿
が違う。水分は体の表面から吸収され、体の
表面から失われる。特にセン類は体の中の含
水量の変化に耐えられ、乾燥に強い。霧吹き
で水をかけて、変化を観察してみよう。

コケの湿った姿と乾燥した姿

ゼニゴケの無性芽
（杯の中のもの）
コケ植物は胞子をつくって殖えるが、無性芽と呼ばれる体
の一部が散布体になった「むかご」のようなものをつくる
種がたくさんある。無性芽は、成熟した植物体よりも若い
植物体でよくつくられ、すぐ近くに落ちて、群落を広げる
ことに役立っているようだ。　

アカイチイゴケの無性芽
（葉の間の糸状のもの）

「無
む

性
せい

芽
が

」でどんどん殖える

参考：『校庭のコケ』全国農村教育協会

乾燥したエゾスナゴケ写真

湿ったエゾスナゴケ写真
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本コーナーは、エプソン純
正カートリッジ引取回収サ
ービスを利用されたお客様
のポイント寄付によるご支
援をいただいております。

お問い合わせはTEL：03-3553-4101  Eメール：nature@nacsj.or.jp
このページは、筆者の方に教育用のコピー配布をご了解いただいております

（商用利用不可）。http://www.nacsj.or.jp/katsudo/kansatsu/からPDFファ
イルがダウンロードできます。自然観察会などでご活用ください。

日 本 自 然 保 護 協 会 会 員 募 集 中！

仮根

仮根

茎葉体
　　　　（茎と葉が分かれてるもの）

葉状体
（茎がない）

帽
ぼう

し

だんししきしょう ゆうきしょう

ようじょうたいけいようたい

ふくよう

か ひ

胞子

ふた

さく歯

胞子
弾糸 胞子 弾糸さく

さく

藍藻が
共生

腹葉

特徴

特徴 ・帽がある
・さく歯がある
 （さく歯は４の倍数）

・さくが短命
・さくが割れる
【茎葉体】
・花被がある
・茎の両側と腹面
に３列の葉

特徴

・角のような
さくがさける
・藍藻が共生
している

仮根

ゼニゴケ
の仲間

雌器床 雄器床

さく
花被

さく

ルーペで「さく」を観察しよう
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チヂミカヤゴケ

蘚苔類の蘚はセン類のこと、苔はタイ類のことです。
このほかにツノゴケ類があり、胞子をつくる部分（さく）
の特徴によって３つの仲間に分けられます。
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どれでしょう？

答えは35ページ

ナガサキツノゴケ
セン類は個性豊かな帽子をかぶっている。
左からミノゴケ、ホソバオキナゴケ、ホソバギボウシゴケ

ゼニゴケの雌器床

モウセンゴケ イシクラゲ

タチクラマゴケ ウメノキゴケ オオカサゴケ

ハチヂレゴケの開いたさく歯（左）、閉
じたさく歯（右）。セン類のさく歯は、
晴れの日に開き、雨の日に閉じている。
晴れの日に胞子を散布させる。
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類
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クイズ

全部、蘚苔類に似ていますが、
答えはひとつ！


